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急性膀胱炎に対するM73101の使用経験

京都大学医学部泌尿器科学教室（主任：吉田 修教授）

      朴        勺

      吉  田     修

CLI：NICAL STUDIES OF M73ユ011N ACUTE CYSTITIS

     Paku KyuN and Osamu YosHiDA

乃0ηthe I）ゆα伽傭げUrology， FaCU～夢of Medicine，1くアoto Univer吻，

      （Director’Prof． Osamu y∂∫鰯α， Mエ）．ノ

  A new analgesic anti－inflammatory agent， iM73101，was administered together with chemothe－

rapeutics to 15 cases of ac cute cystitis．

  The efficacy was evaluated from the disappearance of mieturition pain， and the results of trial

were as follows： excellent in 2 cases， good in 12 ca， ses and ineffective in 1 case．

  No side cffects wTere observed in all 15 cases．

は じ め に

 急性膀胱炎患者の治療に際し，化学療法剤を投与す

るとともに，患者のもっとも苦痛とする排尿痛を早期

に消失させるため，各種の鎮痛剤を併用し，その効果

を期待することがよくある．

 今回われわれは急性炎症に対して鎮痛・抗炎症作用

の強いM73101を，排尿痛を主とする急性膀胱炎に

対して使用する機会を得たのでその臨床成績を報告す

る、

薬 剤

 M：73101は森下製薬（株）において開発された新し

い非ステロイド系鎮痛・抗炎症剤である．本剤の化学

名は4－ethoxy－2－nlethyl－5－morpholino－3（2H）一pyrida－

zinoneで化学構造式はFig 1．のとおりである．
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 本剤の鎮痛・抗炎症作用はアミノピリンに似たパタ

ーンを示し，鎮痛効栗はアミノピリンと同程度，抗炎

症作用については急性期炎症に強い抑制効果が認めら

れている，また本剤の消化管におよぼす影響は，この

種の薬剤と比較して非常に弱いと考えられている1－3）．

 一一方，本剤の臨床については関4）により健康人での

安全性が確認され，現在各種の疾患で有効性が検討さ

れている．

 今回使用した薬剤は，1錠中にM73101を20e m9

含有する白色フィルムコーティング錠である．

対象および使用方法

 1977年3月より1977年至2月までの10ヵ月間に京都

大学医学部附属病院泌尿器科外来を受診した，排尿痛

を主とする急性膀胱炎患者15例を：対象とした．なお，

消化器，肝，腎，その他に重篤な合併症，既往症を有

するもの，妊娠している可能性のある女性，妊娠中の

女性，授乳期の女性は対象から除いた・

 M73101は1回1錠，1日3回毎食後服用させ，投

与期間は7日間とした．全例に化学療法を行なってい

るが，薬剤としてはアモキシシリン，ナリジクス酸，

スルファメチゾー・ルの内服が使用されている．

効 果 判 定

 臨床効栗については鎮痛効果を主眼としているため，

排尿痛の消失を指標に次の基準に従って判定した．
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 著効：自覚的に排尿痛が24時間以内に消失したもの

 有効：自覚的に排尿痛が48時間以内に消失したもの

 無効：自覚的に排尿痛が48時間以後に消失したもの

 なお15例全例の自覚症状は7日目ICはすべて消失し

ており，他覚的所見も改善きれていた．すなわち全例

化学療法が奏効しており，感染持続のために自覚症状

を訴えた例はないものと考えられたので，効果判定は

排尿痛の消失時期を問診することにより行なった．

使 用 成 績

 前記の効果判定基準に従って得られた成績をTable

1に示す．15例中著効2例，有効12例，無効1例で，

有効以上は14例（93．3％）であった．無効1例は4日

目に排尿痛が消失した．

 本剤投与による影響を検討するため赤血球，白血球，

ヘモグロビン，ヘマトクリッt・ s血小板，白血球分画，

GOT， GPT， Al－P， BUN，総i蛋臼，総ビリルビン，総

コレステロール，尿酸，クレアチニンを投与前後で測

定し，その結果をTable 2に示した．これらの検査

にて投与後異常値を示したものはない・

 また本剤の投与による副作用は全例に認めなかっ

た．

考 察

 急性膀胱炎の排尿痛は患者のもっとも苦痛とする症

状であり，それを早期に消失させることは意義があ

る．

 今回の試験ではM73101の非投与群との比較がな

く，患者の自覚症状のみで判定しなければならないた

め，M73101の効果を客観的データに基づいて述べる

ことはできないが，M73101を投与することにより15

例申14例は48時間以内に排尿痛の消失をみている．よ

って患者の苦痛をより早くとるという点において，

M73101の効果はあるのではないかと推測される・

 副作用については自覚的に何らの症状も認められず，

Table 2に示したように本剤による諸検査の異常値は

認められなかった・

結 語

1．1977年3月よ． 閧P977年12月までに京都大学医
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Table 2．臨床検査成績

症

例

番

号

性年
般． 血 液 学 検 査

血清生化学検査
     赤血球白血球

別wa （104／mm3｝〔mm3）

ヘモグ
ロビン

（91dl｝

1）7．tク血小板白血球分画 ・・T GPT・1－PBU囎鞠リ・レ靴諏畷巨多
 （e／．） “04／mrri5） Ba Eo S t Seg Ly Mo （mu／mt｝（mU／ml）｛rnu／ml l（mg％）（ggo｝（mg％） （mgO！o｝ ｛rng％）（mgldi）
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学部附属病院泌尿器科外来を受診した急性膀胱炎患者文
正5例にM73101200 mgを1日3回毎食後7日間，

化学療法剤と併用した・

 2．ク日目には全症例とも自・他覚的に異常なく治

癒していた．．．

 3．臨床成績は排尿痛の消失時期を指標に判定した

ところ，著効2例，有効12例，無効1例で，．正5例申14

例に有効であった，無効1例は4日目に排尿痛が消

失した．

 4・副作用と考えられるものは全例に認められなか

った．
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